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線形からゴムの大変形解析のお手伝い
解析の基本/線形解析でも

気づいていないかもしれませんが・・・

樹脂・ゴムの大変形解析

動的粘弾性
緩和・クリープ

サポート

材料データが分からない
測定、定義方法

測定手段がない
サンプルデータ

提供

二軸試験等できなくても
製品から定義可能

解析手段がない

解析ソフト紹介
無料～

線形解析ソフトでも
ゴムの解析はできます

防振ゴム等のばねをFEM解析で予測する方法

方法２：線形FEM解析の利用 熱＋変形解析＝非線形解析

熱収
縮

変形

金具接着
部

ｲﾝﾅｰ金具

金型形状

金型形状

製品形状

変形形状

変形

多段階の解析が必用な非線形解析を、１段階で差分でばねを確認すれば線形で十分。
また、ゴムの特性のお話し(YouTube)で紹介、大変形も予測可能。（ここでは省略可）
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金型形状
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製品形状

金具接着タイプは基本として熱膨張
⇒ひずみキャンセル

Φ１０×ｈ１０ｍｍ３ Φ２９×ｈ１２．７ｍｍ３ Φ４０×ｈ１５ｍｍ３

ゴム単体製品はそのまま解析
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荷
重

熱解析時の
反力

熱＋変形解
析
時の反力

この差が変形分

他の条件が入っても、この差ができるよう条件付け

5

解析の実用化により得られるもの

解析の基本/線形解析でも

ゴム・樹脂の解析
/材料の定義

成型に関する解析
/予測精度は成型に起因する

ゴム・樹脂の動的解析
果たして /粘弾性定義と適用範囲

耐久性検討
解析と実験から予測データベースの構築

解析技術 予測精度向上・勘違い 他の材料へ・熱時など

効率化・自動化により楽をする、単純ミスの回避、時短によるシステム運用費の削減（増設回避）

果たして、線形解析で正解が得られていますか？

材料定義が基本です、本当に正しく定義できていますか？

動解析の誤解、動ばね、応力緩和、クリープも同じデータで解析可能。

加硫・成形条件で特性コントロールも可能です。 基本を踏まえての必ず耐久試験が必要です。

解析がうまくいかないのは勘違いが８０％以上です。
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ＣＦカップリングの変形解析

センタフレックス

CFカップリング

ねじり角

ト
ル
ク

赤：Moony
青：Ogden
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※OgdenとMooneyの比較（イメージ）

赤：Moony
青：Ogden
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ラバースプリング

荷
重

変位

赤：Moony
青：Ogden
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ＰＤの固有値解析
（ゴムと金属）

ゴムのねじり ゴムのこじり

金具部の曲げ 金具部の曲げ

ゴム部捩り ゴム部せん断

金具曲げ 金具曲げ

ゴムの動的特性は、丁寧な粘弾性定義が必要。基本は超弾性定義。


